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第１章 文化的景観の保護に向けて 

１－１ 文化的景観を保護する意義 

岐阜市総合計画「ぎふ躍動プラン２１－人・まち・自然・個性輝く市民協働都市ぎふ」は、自

立循環型社会の確立、岐阜市ブランドの重要性、多様な価値観の展開、地域と未来の活力を支え

るひとづくり、市民と行政の協働等を基本理念に掲げ、将来の都市像を展望している。経済の低

成長、少子高齢化など社会の課題が指摘されて久しく、都市間競争が激化する中、持続可能な地

域社会を構築することが岐阜市には求められている。その時に、現代の景観の中に継承されてい

る歴史文化、住民の生活、地域の形成過程、建築物の地域色等を改めて問う必要があるのではな

いだろうか。 

従来から、岐阜市は、金華山・長良川の自然、歴史的な町並み、鵜飼文化等を、岐阜市が誇る

歴史文化資産として、まちづくりの核として、総合計画、都市計画マスタープラン、景観基本計

画、歴史的風致維持向上計画等に位置づけ、各種施策を展開してきている。また、近年、各地域

においてまちづくり会が設立され、まちづくり協定等が策定されるなど都市景観の継承と改善に

向けた取組み、あるいは地域資産を活かした活動が展開され、市民協働のまちづくりが推進され

ている。しかしながら、これまでの文化資産を活かしたまちづくり施策は、事業主体毎に進めら

れる傾向が強く、今後はそれらが連携し、一体的かつ計画的な取組みを展開していく枠組みの構

築が期待される。その一翼を担うことができるのが歴史的風致維持向上計画であり、また文化的

景観保護制度であるということができる。 

岐阜市は、適度に便利な都市機能を充足しつつ、長良川・金華山等の豊かな自然、鵜飼に代表

される伝統文化、城下町などの歴史を受けつぐ自然・歴史・文化のバランスがとれた中核都市で

ある。「長良川中流域における岐阜の文化的景観」の保護制度は、市民がその特徴を価値あるもの

として再認識し、地域に対する誇りを高めるきっかけとなるものである。また、重要文化的景観

となる長良川と金華山、その懐に抱かれるまちは、今日の岐阜市の発展の礎となった場所であり、

この景観が文化資産として次世代へ継承され、さらにその魅力を高めるための諸施策に取り組む

意義は大きい。 

文化財保護法による文化的景観は、「地域における人々の生活や生業及び当該地域の風土により

形成された景観地」と定義されており、人々の営みによる土地利用の在り方を示し、発展するこ

とを期待される「生きた文化財」である。その点が、時代の歴史文化を象徴する遺産である従来

の文化財と大きく異なる。しかしながら、文化財として共通するのは、それらは唯一無二のもの

ということである。「長良川中流域における岐阜の文化的景観」が文化財となることは、岐阜市の

価値の再認識とその継承にとどまらず、さらに新たな地域の魅力を創出することにつながる。そ

れを広く世界に向けて発信し、岐阜市であること、岐阜市民であることの意義を高めていかなけ

ればならない。 
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１－２ 保存計画の目的 

岐阜市では、岐阜の個性のひとつである長良川鵜飼を、将来に受け継いでいかなければならな

い流域の文化における宝として位置付け、長良川鵜飼文化を保存・継承する活動等を通して、市

民がさらなる郷土への誇りや愛着を持つことを目的として、長良川鵜飼のユネスコ無形文化遺産

登録を展望とする「魅力アップ！鵜飼文化再発見事業」を平成 17年度より実施している。その中

で、長良川鵜飼の舞台を「長良川中流域における岐阜の文化的景観」と位置づけ、その永続的な

保全を検討するため、岐阜市における文化的景観保護事業がスタートしている。 

また、それに先立つ平成 16 年には、「金華山・長良川まるごと博物館構想」が策定されており、

長良川のみならず、金華山及びその山麓の旧岐阜城下町周辺の都市域を野外博物館として捉え、

「川を活かしたまちづくりゾーン」、「歴史を活かしたまちづくりゾーン」、「緑を活かしたま

ちづくりゾーン」を定め、景観、歴史的資源、自然資源、祭り等の文化を再生・活用し、回遊性

や人々の連携を強化することを構想推進の方針としている（図 1-1）。 

以上のような経緯から、岐阜市では、長良川鵜飼をはじめとする伝統文化、また、岐阜城跡・

旧城下町等の歴史、長良川や金華山等の自然等の岐阜市ならではの資産を、文化財行政、景観行

政と市民によって成り立つ文化的景観という概念を導入することによって、包括的かつ重層的に

保全・継承していくこととした。「長良川中流域における岐阜の文化的景観」の継承と望ましい景

観形成の持続的で組織的な仕組みづくりを行うために、本保存計画を策定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 「金華山・長良川まるごと博物館構想」のゾーニング図 
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１－３ 保存計画の位置付け（図 1-2） 

この文化的景観保存計画は、岐阜市の基本構想である「総合計画 ぎふ躍動プラン・21 総合

計画」（以下、岐阜市総合計画）の具現化のための計画のひとつとして位置付けられる。岐阜市総

合計画に即すとともに、都市計画に関する基本的な方針である「岐阜都市計画区域マスタープラ

ン」及び「岐阜市都市計画マスタープラン」との整合性のとれた計画とする。 

特に岐阜市総合計画においてその推進が謳われている「長良川・金華山まるごと博物館構想」

を推進し、岐阜公園周辺地区の構想である「岐阜町発祥の地・まちなか歩き構想」、市民と行政が

協働してまちづくりを進めるためのガイドラインである「岐阜市協働のまちづくり指針」等の既

存の関連構想・計画とも連携し、また、岐阜県が策定している「岐阜県景観形成ガイドライン」

「岐阜県産業振興ビジョン」とも整合を図り、歴史・文化・自然の豊かな岐阜市の継承を効果的

に推進していく。 

特に「岐阜市景観計画」ならびに「岐阜市歴史的風致維持向上計画」とは不可分の関係にある

ため、それらを踏まえた計画とする。本保存計画の対象範囲は、岐阜市景観計画で景観計画重要

区域に設定された「金華区域」「金華山・長良川区域」、あるいは岐阜市歴史的風致維持向上計画

における「重点区域」に内包され（図 1-3）、その範囲や施策の整合が図られた文化的景観保存計

画とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1-2 長良川中流域における岐阜の文化的景観保存計画と各種関連計画との関係 

整
合･

連
携 

  

   岐阜県の計画等 

・岐阜県景観形成ガイドライン 

・岐阜県産業振興ビジョン 

・岐阜県ブランド戦略        等 

 

岐阜市景観基本計画 

岐阜市景観計画 

長良川中流域における岐阜の文化的 

景観保存計画 

岐阜市歴史的風致維持向上計画 

 

岐 阜 市 総 合 計 画 （ぎ ふ 躍 動 プ ラ ン・21） 

 

上 位 計 画 

・岐阜都市計画区域マスタープラン  ・岐阜市都市計画マスタープラン 

整合 整合 

      岐阜市の計画等  

・金華山・長良川まるごと博物館構想 

・岐阜町発祥の地・まちなか歩き構想 

・岐阜公園基本計画 

・史跡岐阜城跡保存管理計画 

・史跡岐阜城跡整備基本構想 

・岐阜市協働のまちづくり指針 

・ぎふ景観まちづくりファンド等の支援制度 

・岐阜市芸術文化振興指針 

・岐阜市住宅マスタープラン        等 

整合 
関連計画等 

整合・連携 

整合・連携 

整合・連携 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
図

1
-
3
 
岐
阜
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
「
重
点
区
域
」
と
重
要
文
化
的
景
観
申
出
範
囲
と
の
関
係

 

岐
阜
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

 

「
重
点
区
域
」
 

 

重
要
文
化
的
景
観
申
出
範
囲
 



5 

 

１－４ 保存計画策定に至る経過 

岐阜市では、平成７年度に「岐阜市都市景観条例」施行以降、都市景観に資する建築物や市民

活動に対する助成や支援、顕彰を展開してきた。平成 16 年度以降、景観法に基づく景観条例・景

観計画の施行に向け、「岐阜市景観基本計画」を平成 19 年度に策定した。平成 22 年 1 月 1 日に

岐阜市景観条例及び岐阜市景観計画を施行し、平成 24年 10 月 1日に変更をしている。また、歴

史的建造物の保全や町家の再生、一般家屋の修景事業等の助成のための「ぎふ景観まちづくりフ

ァンド」を平成 20年度に創設した。 

一方、平成 17 年度より実施している「魅力アップ！鵜飼文化再発見事業」のひとつとして始ま

った「長良川流域の文化的景観保存事業」は、平成 19年度に、学識者である委員と住民代表、関

係市民団体、関係行政機関によるオブザーバーで構成される「長良川流域の文化的景観検討委員

会」を設置することから始まった。これは平成 15年度までに行われた「農林水産業に関連する文

化的景観の保護に関する調査研究」（文化庁）において、岐阜市の長良川の鵜飼が、重要地域のひ

とつに選択されたことを契機に、鵜飼の舞台となる長良川流域を文化財として保存活用できない

かということが動機であった。平成 19年度の委員会で、調査対象範囲、調査項目を定め、翌年以

降、国庫補助事業として検討委員会の指導を受けながら、保存調査事業を行なった。なお、文化

庁が行ってきた「採掘・製造、流通・往来及び居住に関する文化的景観の保護に関する研究」(平

成 17～19 年度)において、「鵜飼のまち」「御鮨街道」「長良川流域」が二次調査対象に選択され、

当文化的景観を構成する景観が一定の評価を得た。これにより平成 21年度には、当該文化的景観

を文化財として継承し、市民との協働によるより良い景観形成の仕組みづくりと、国の重要文化

的景観選定を目指し、国庫補助事業として文化的景観保存計画の策定に着手した。 
 
 

表 1-1 岐阜市における景観行政ならびに文化財行政の近年の動向 

年 度 景観行政 文化財行政 

平成 ７年度 岐阜市都市景観条例制定  

平成 ８年度 景観アドバイザー制度導入  

平成 ９年度 岐阜市都市景観賞開始  

平成 10 年度 

岐阜市都市景観基本計画策定 

都市景観重要建築物制度 

都市景観形成市民団体認定制度 

 

平成 16 年度 景観計画の検討を開始  

平成 17 年度  魅力アップ!鵜飼文化再発見事業開始 

平成 19 年度 
金華区域景観形成ガイドライン策定 

岐阜市景観基本計画策定 
文化的景観検討委員会設置 

平成 20 年度 
長良川流域景観形成ガイドライン策定 

ぎふ景観まちづくりファンド開始 
文化的景観保存調査実施（国庫補助） 

平成 21 年度 
岐阜市景観条例施行 

岐阜市景観計画施行 
文化的景観保存計画案作成（国庫補助） 

平成 22 年度  文化的景観保存計画案作成（国庫補助） 

平成 23 年度 景観重要建造物の指定 
文化的景観保存調査（追加）実施（国庫補助）

文化的景観保存計画案作成 

平成 24 年度 岐阜市景観計画変更 
文化的景観保存調査（追加）実施（国庫補助）

文化的景観保存計画案作成 

平成 25 年度  第１次選定申出 
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長良川流域の文化的景観検討委員会組織 ※敬称略・順不同 

 委員  

小川 英明   愛知産業大学大学院教授（都市計画・景観） 

篠原 修    東京大学名誉教授（土木工学・景観） 

藤田 裕一郎  岐阜大学流域圏科学研究センター教授（河川工学） 

丸山 幸太郎  岐阜女子大学教授・地域文化研究所長（歴史・民俗） 

丸山 宏    名城大学農学部生物環境学科教授（造園・景観） 

山村 亜希   愛知県立大学日本文化学部准教授（歴史地理） 

 オブザーバー（市民代表） 

西野 洋一   金華自治会連合会会長（～平成 21 年度） 

安藤 喜一   同上（平成 22～23 年度） 

高木 幹雄   同上（平成 24～25 年度） 

辻  久夫   長良自治会連合会会長（平成 21～22 年度） 

林  誠治   同上（平成 23～25 年度） 

山下 純司   長良鵜飼鵜匠代表 

岩佐 昌秋   小瀬鵜飼鵜匠代表（平成 20 年度） 

川島 兵太郎  伊奈波界隈まちつくり会会長 

堀  達夫   井の口まちづくり会会長（～平成 23年度） 

小林 孝夫   同上（平成 24～25 年度） 

村瀬 三郎   鵜飼屋景観まちづくり協議会会長（～平成 20年度） 

村瀬 光正   同上副会長（平成 21～24 年度） 

高賀 彗潤   同上副会長（平成 25年度） 

後藤 直剛   川原町まちづくり会会長 

柴田 甫彦   長良川文化団体連合会 長良川文化フォーラム会長 

 オブザーバー（行政機関） 

高野 匡裕   国土交通省木曽川上流河川事務所長（平成 20年度） 

石橋 良啓   同上（平成 21～22 年度） 

工藤 啓    同上（平成 22～23 年度） 

浅野 和弘   同上（平成 23～25 年度） 

小原 順治   岐阜県岐阜土木事務所長（平成 20～21 年度） 

安田 宝賢   同上（平成 22 年度） 

小早川 耕一  同上（平成 23～24 年度） 

鈴木 猛    同上（平成 25 年度） 

坂元 邦夫   林野庁中部森林管理局岐阜森林管理署長（平成 20～21 年度） 

中岡 茂    同上（平成 22～23 年度） 

長口 深    同上（平成 24～25 年度） 

井上 典子   文化庁記念物課文化的景観部門調査官（～平成 23年度） 

市原 富士夫  同上（平成 23～25 年度） 

松野 晶信   岐阜県教育委員会社会教育文化課課長補佐 
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事務局  

岐阜市教育委員会事務局 社会教育課 

 岐阜市庁内（歴まち推進プロジェクト・チーム）  

企画部       政策調整課 

農林部       農林園芸課 

商工観光部     商工観光政策課・観光コンベンション課 

まちづくり推進部  まちづくり推進政策課・まちづくり景観課 

都市建設部    都市建設政策課・歴史まちづくり課・公園整備課・市街地再開発課・ 

都市計画課 

基盤整備部     道路建設課・道路維持課・河川課 

教育委員会     教育政策課・社会教育課・歴史博物館 

市民参画部     市民参画政策課 

自然共生部     自然環境課 

 岐阜市庁内（上記以外）  

商工観光部     産業拠点運営課、鵜飼観覧船事務所 

基盤整備部     土木調査課、土木管理課 

 

 歴まち推進プロジェクト・チームは、「岐阜市歴史的風致維持向上計画」策定時、事業の実施・

推進において各担当課の連絡・調整が不可欠であるため組織された。文化的景観保護事業におい

ても、本保存計画の策定もしくは今後の事業の推進において、庁内の連絡・調整を密接に行う必

要があるため、歴まち推進プロジェクト・チームを活用し、随時協議・報告を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 1-1 長良川流域の文化的景観検討委員会の様子 



8 

 

表 1-2 長良川流域の文化的景観検討委員会の開催経過 

 

 

年度 回 開 催 日 主な内容 

19 
第１回 平成 19年 8 月 27 日 調査対象地域等について 

第２回 平成 19年 11 月 12 日 文化的景観の保存を目指す考え方 

20 

第１回 平成 20年 8 月 27 日 調査内容と流れについて 

第２回 平成 21年 1 月 9日 調査対象地域について 

第３回 平成 21年 3 月 2日 文化的景観の特性 

21 

第１回 平成 21年 7 月 2日 重要文化的景観選定の申出範囲候補について 

第２回 平成 21年 11 月 4 日 文化的景観を保護する意義について 

第３回 平成 22年 3 月 1日 保存計画検討資料について 

22 
第１回 平成 22 年 8 月 24 日 選定申出の範囲について 

第２回 平成 23 年 2 月 15 日 選定申出時期、選定申出範囲について 

23 
第１回 平成 23 年 5 月 31 日 選定申出基準、選定申出範囲について 

第２回 平成 24 年 2 月 28 日 選定申出の延期及び申出における課題について 

24 第１回 平成 24 年 8 月 3 日 一次選定申出範囲について 

25 第１回 平成 25 年 5 月 29 日 一次選定申出について 
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